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柳原克紀・教授 Associate editor Journal of Infection and Chemotherapy

柳原克紀・教授 編集委員 環境感染

柳原克紀・教授 代議員 日本結核学会

柳原克紀・教授 評議員、理事 日本環境感染学会

柳原克紀・教授 代表世話人 長崎県臨床検査R-CPC研究会

柳原克紀・教授 評議員、理事 日本化学療法学会

柳原克紀・教授 学際化・国際化委員会委員長 日本感染症学会

柳原克紀・教授 CDI診療ガイドライン作成委員 日本感染症学会 日本化学療法学会

柳原克紀・教授 評議員、理事 日本DDS学会

柳原克紀・教授 代議員 日本呼吸器学会

日本呼吸器学会

柳原克紀・教授 評議員 日本感染症学会

柳原克紀・教授 微生物検査・感染症委員会委員長 日本医療検査科学会

柳原克紀・教授 多剤耐性菌感染制御委員会委員長 日本環境感染学会

柳原克紀・教授 気道感染症抗菌薬適正使用委員会委員長 日本感染症学会

柳原克紀・教授
新型コロナウイルス関するアドホック委員
会委員長

日本臨床検査医学会

柳原克紀・教授 感染症遺伝子検査委員会委員長 日本感染症学会

柳原克紀・教授 MRSA感染症の診療ガイドライン作成委員 日本感染症学会 日本化学療法学会

0 3 0 12 21 69

A-a A-b B-a B-b
シンポジウム 学会 シンポジウム 学会

氏名・職 委　員　会　等　名 関　係　機　関　名

柳原克紀・教授 肺炎診療ガイドライン作成委員
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競争的研究資金獲得状況（共同研究を含む）

太田賢治・助教 長崎県医師会 代表
医学研究助成金「COVID-19の病態における口
腔内細菌叢の関与について」

代表
科学研究費助成事業 基盤研究(C)「ESBL産生
菌の腸内定着に寄与するマイクロバイオーム
の解明と新規制御法への展開」

小佐井康介・病院講
師

国立研究開発法人日本医療研究
開発機構（AMED）

連携研究
者

「新興・再興感染症に対する革新的医薬品等
開発推進研究事業・薬剤耐性菌対策に資する
診断法・治療法等の開発研究・質量分析によ
る迅速薬剤耐性因子検出法の開発」

坂本啓・講師 日本学術振興会 分担 難治性がん治療用デザイナー細菌の開発

長谷川寛雄・准教授 厚生労働省 分担
新興・再興感染症に対する革新的医薬品等開
発推進研究事業　HTLV-1の総合的な感染対策
に資する研究

小佐井康介・病院講
師

日本学術振興会 代表
科学研究費助成事業 基盤研究(C)「好中球機
能に着目したインフルエンザ関連細菌性肺炎
の重症化機序解明」

長谷川寛雄・准教授 日本学術振興会 代表
基盤研究(B)ATL発症クローンの同定・解析に
基づく病因解明と個別化検査法の確立

長谷川寛雄・准教授 日本学術振興会

氏名・職 資金提供元/共同研究先 代表・分担 研　究　題　目

柳原克紀・教授 日本学術振興会

栁原克紀・教授 東ソー株式会社 新規インフルエンザウイルス迅速検出法の検出能評価

柳原克紀・教授
国立研究開発法人日本医療研究
開発機構

代表

「新興・再興感染症に対する革新的医薬品等
開発推進研究事業「薬剤耐性菌対策に資する
診断法・治療法等の開発研究」研究代表者
（2020～）」

柳原克紀・教授 厚生労働省 分担
「令和３年度厚生労働行政推進調査事業費補
助金（新興・再興感染症及び予防接政策種推
進研究事業）研究分担者」

分担
基盤研究(B)ATLL及びB細胞性リンパ腫発症リ
スク評価・判定法の開発

太田賢治・助教 黒住医学研究振興財団 代表
研究助成金「SARS-CoV-2mRNAワクチン接種前
後の唾液中抗体価の推移について」

太田賢治・助教 日本学術振興会 代表
科学研究費助成事業 若手研究「COVID-19患者
における口腔内細菌叢の解析」

小佐井康介・病院講
師

評議員 日本感染症学会

小佐井康介・病院講
師

評議員 日本化学療法学会

加勢田富士子・助教 評議員 日本病院総合診療医学会

太田賢治・助教 感染症遺伝子検査委員会 委員 日本感染症学会

太田賢治・助教 学際化・国際化委員会 委員 日本感染症学会

坂本啓・講師 世話人 九州遺伝子診断研究会

太田賢治・助教
新型コロナウイルスに関するアドホック委
員会 委員

日本臨床検査医学会

小佐井康介・病院講
師

世話人 長崎臨床検査R-CPC研究会

坂本　啓・講師 世話人 長崎臨床検査R-CPC研究会

小佐井康介・病院講
師

JAID/JSC感染症治療ガイド2022 細菌性髄膜
炎 WG委員

日本感染症学会・日本化学療法学会

小佐井康介・病院講
師

多剤耐性菌感染制御委員会委員 日本環境感染学会
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特　許

その他
　非常勤講師

氏名・職 職（担当科目） 関　係　機　関　名

長谷川寛雄・准教授
非ホジキンリンパ腫発症のリス
ク判定補助方法

2016年11月21日 出願中 特願2016-150300

長谷川寛雄・准教授 抗癌活性化合物 2012年1月17日 2016年2月26日 第5888702号

長谷川寛雄・准教授
非ホジキンリンパ腫発症のリス
ク判定補助方法

2016年7月1日 出願中 特願2016-226343

氏名・職 特　許　権　名　称 出願年月日 取得年月日 番号

栁原克紀・教授
太田賢治・助教

アボット・ダイヤルノスティク
ス

妊婦における新型コロナウイルス感染症（COVID-19）の
抗体保有に関する研究（第２期）

栁原克紀・教授
太田賢治・助教

アボット・ダイヤルノスティク
ス

妊婦における新型コロナウイルス感染症（COVID-19）の
抗体保有に関する研究

栁原克紀・教授
小佐井康介・病院講
師

西日本設計工業株式会社
長崎基準寝具有限会社

オゾン噴流装置の細菌(大腸菌、ブドウ球菌など)に対す
る殺菌・減菌・不活化効果

栁原克紀・教授 塩野義製薬株式会社

S-649266ナトリウム塩製剤のPseudomonas aeruginosa及
びAcinetobacter baumanniiによるマウス人工呼吸器関連
肺炎モデルにおける治療効果（委託者側課題番号：S-
649266-EF-338-R

栁原克紀・教授
小佐井康介・病院講
師

日本ベクトンディッキンソン株
式会社

BDフェニックス™グラム陰性菌用CPOパネルを用いたカル
バペネマーゼ産生菌の検出性能評価

栁原克紀・教授
太田賢治・助教

大塚製薬株式会社・2 SARS-CoV-2を標的とした抗原検査キットの性能評価

栁原克紀・教授　　　
　　小佐井康介・病
院講師

ビオメリュー・ジャパン
呼吸器病原体（細菌、ウイルス）に対するマルチプレッ
クスPCR検査試薬に関する臨床性能評価

栁原克紀・教授 セルスぺクト株式会社 COVID-19診断用の体外診断薬開発

栁原克紀・教授
小佐井康介・病院講
師

富士フイルム富山化学株式会社
呼吸器感染症マウスモデルにおけるソリスロマイシンの
重症化抑制効果の検討

栁原克紀・教授 　　　
　坂本　啓・講師

ミヤリサン製薬株式会社
薬剤耐性菌の腸管定着抑制・腸管定着抵抗性に与える
Clostridium butyricumの効果

栁原克紀・教授
小佐井康介・病院講
師

MSD株式会社
小児侵襲性肺炎球菌感染症患者から分離された肺炎球菌
株の莢膜血清型分布及び薬剤感受性に関する多施設共同
観察研究（研究実施計画書番号V114-NIS-7998)

栁原克紀・教授
小佐井康介・病院講
師

杏林製薬株式会社
臨床検体を用いた肺炎マイコプラズマ新規検出試薬の性
能評価試験 ～相関性試験～

栁原克紀・教授 シスメックス株式会社
地域医療連携ネットワークにおける臨床検査の精度保証
に関する検証

栁原克紀・教授
小佐井康介・病院講
師

杏林製薬株式会社 微生物に対する高速遺伝子検出機器の性能評価

栁原克紀・教授 アボットジャパン合同会社 ワクチン接種前後でのSARS-CoV-2抗体測定値の変動測定

栁原克紀・教授 富士フイルム株式会社
入院患者の鼻咽頭ぬぐい液および鼻腔ぬぐい液を用いた
COVID-19診断におけるFUJIFILM COVID-19 Ag Test特異度
の前向き評価試験

栁原克紀・教授　　　
小佐井康介・病院講
師

ロシュ・ダイアグノスティック
ス株式会社

鼻咽頭検体を用いたSARS-CoV-2およびインフルエンザウ
イルスRNAの検出性能評価
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　新聞等に掲載された活動

　学術賞受賞

　特筆すべき事項

太田賢治・助教 優秀演題賞 日本医療検査科学会
SARS-CoV-2 PCR検査における
唾液検体前処理装置の導入

新型コロナウイルス検査評価の専門家グループ（RAEG)の副議長として、東京2020オリンピック競技大会の感染対
策に貢献した。

栁原克紀・教授
新型コロナウイルスの抗原検
査について

ガイヤの夜明け
（テレビ東京）

2021年10月
15日放送

新型コロナウイルスの抗原
検査について解説した

氏名・職 賞　の　名　称 授与機関名 授賞理由、研究内容等

栁原克紀・教授 非常勤講師（細菌学） 大阪公立大学

氏名・職 活動題目 掲載紙誌等 掲載年月日
活動内容の概要と

社会との関連
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